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【
事
実
の
概
要
】
 
 
 

原
告
二
示
教
法
人
「
天
理
教
」
 
（
X
）
は
、
奈
良
県
天
理
市
に
本
部
を
置
 
 

く
、
著
名
な
宗
教
法
人
で
あ
る
。
 
 
 

被
告
二
示
教
法
人
「
天
理
教
豊
文
数
会
」
 
（
Y
）
は
、
天
理
教
管
長
の
同
 
 

意
を
得
て
、
大
正
一
四
年
」
ハ
月
に
長
野
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
 
 

れ
た
「
天
群
数
豊
文
宣
教
所
」
を
そ
の
前
身
と
す
る
。
な
お
、
「
豊
文
宣
教
 
 

と
よ
ふ
み
 
 

所
」
 
の
 
「
豊
文
」
は
、
所
在
地
の
地
名
で
あ
っ
た
「
長
野
県
諏
訪
郡
豊
田
 
 

付
文
出
」
 
に
由
来
し
て
い
る
。
昭
和
二
八
年
七
月
に
な
っ
て
、
Y
は
、
X
 
 

と
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
被
包
括
関
係
を
結
び
、
被
包
括
宗
教
法
人
「
天
 
 

理
教
豊
文
分
散
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
昭
和
四
七
年
、
現
在
の
代
表
 
 

役
貞
で
あ
る
A
が
Y
の
代
表
役
員
に
就
任
し
た
が
、
A
は
X
の
定
め
る
天
 
 

理
教
数
規
は
教
祖
で
あ
る
中
山
み
き
の
教
え
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
 
 

と
の
確
信
を
抱
く
に
至
り
、
平
成
一
三
年
七
月
三
日
、
Y
は
、
Ⅹ
に
対
し
 
 

て
被
包
括
関
係
の
廃
止
を
通
知
し
、
平
成
一
五
年
四
月
〓
ハ
日
、
被
包
括
 
 

判
例
研
究
酬
 
 

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
i
 
 

宗
教
法
人
の
名
称
使
用
の
自
由
 
 

最
高
裁
平
成
一
人
年
一
月
二
〇
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
名
称
使
用
差
止
等
請
求
事
件
、
最
高
裁
平
成
 
 

一
七
 
（
受
）
 
五
七
五
号
、
上
告
棄
却
）
 
 

民
集
六
〇
巻
一
号
一
三
七
頁
 
 

田
 
 
近
 
 

∵
1
）
 
 

関
係
の
廃
止
に
係
る
規
則
変
更
の
認
証
を
長
野
県
知
事
か
ら
貴
け
た
。
Y
 
 

は
、
X
と
の
披
包
括
関
係
の
廃
止
後
も
、
中
山
み
き
の
教
え
を
記
し
た
教
 
 

典
に
基
づ
い
て
宗
教
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
Y
は
、
現
 
 

在
収
益
事
業
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
近
い
将
来
こ
れ
を
行
う
予
定
も
な
い
。
 
 
 

そ
の
後
、
Ⅹ
は
、
Y
が
被
包
括
関
係
廃
止
後
も
「
天
理
教
」
 
の
語
を
含
 
 

む
名
称
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
不
正
競
争
防
止
法
第
二
条
一
項
一
号
及
 
 

び
二
号
所
定
の
不
正
競
争
行
為
に
該
当
し
、
ま
た
、
Ⅹ
の
宗
教
上
の
人
格
 
 

権
で
あ
る
名
称
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
名
称
使
用
の
差
止
 
 

め
及
び
名
称
の
抹
消
登
記
手
続
を
請
求
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。
 
 
 

第
一
審
判
決
（
束
京
地
判
平
成
一
六
年
三
月
三
〇
日
刊
時
一
人
五
九
号
 
 

一
三
五
頁
）
 
は
、
不
正
競
争
防
止
法
を
適
用
し
て
Ⅹ
の
請
求
を
認
容
し
た
 
 

が
、
控
訴
審
判
決
（
東
京
高
判
平
成
一
六
年
一
二
月
一
六
日
判
時
一
九
〇
 
 

〇
号
一
四
二
頁
）
 
は
、
同
法
の
適
用
を
否
定
し
、
ま
た
Y
の
行
為
は
Ⅹ
の
 
 

名
称
権
を
違
法
に
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
第
一
審
判
決
を
取
 
 

」
ハ
五
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り
消
し
、
請
求
を
棄
却
し
た
た
め
、
Ⅹ
が
上
告
し
た
。
 
 

【
判
旨
】
上
告
棄
却
 
 
 

「
不
正
競
争
防
止
法
は
、
営
業
の
自
由
の
保
障
の
下
で
自
由
競
争
が
行
 
 

わ
れ
る
取
引
社
会
を
前
提
に
、
経
済
活
動
を
行
う
事
業
者
間
の
競
争
が
円
 
 

山
競
争
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
濫
用
的
に
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
、
社
会
全
体
 
 

の
公
正
な
競
争
秩
序
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
こ
れ
を
不
正
競
 
 

争
と
し
て
防
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
か
ら
、
「
そ
も
そ
 
 

も
取
引
社
会
に
お
け
る
事
業
活
動
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
 
 

も
の
に
つ
い
て
ま
で
、
同
法
に
よ
る
規
律
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
」
。
「
こ
 
 

れ
を
宗
教
法
人
の
活
動
に
つ
い
て
み
る
に
、
宗
教
儀
礼
の
執
行
や
教
義
の
 
 

普
及
伝
道
活
動
等
の
本
来
的
な
宗
教
活
動
に
関
し
て
は
、
‥
…
・
取
引
社
会
 
 

に
お
け
る
事
業
活
動
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同
法
の
適
用
の
対
象
 
 

外
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
。
 
 
 

「
宗
教
法
人
も
人
格
的
利
益
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
名
称
が
そ
の
宗
教
 
 

法
人
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
個
人
の
氏
名
 
 

と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
宗
教
法
人
は
、
そ
の
名
称
を
他
の
宗
教
法
人
等
に
 
 

日
用
さ
れ
な
い
権
利
を
有
」
す
る
。
「
他
方
で
、
宗
教
法
人
は
、
そ
の
名
称
 
 

に
係
る
人
格
的
利
益
の
t
内
容
と
し
て
、
名
称
を
自
由
に
選
定
し
、
使
用
 
 

す
る
自
巾
 
（
以
下
「
名
称
使
用
の
自
由
」
と
い
う
。
）
 
を
有
」
し
、
「
宗
教
 
 

法
人
の
名
称
使
用
の
自
由
に
は
、
そ
の
教
義
を
簡
潔
に
示
す
語
を
冠
し
た
 
 

名
称
を
使
用
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
 
 

あ
る
宗
教
法
人
 
（
甲
宗
教
法
人
）
 
の
名
称
の
保
護
は
、
他
方
に
お
い
て
、
 
 

他
の
宗
教
法
人
 
へ
乙
宗
教
法
人
）
 
の
名
称
使
用
の
口
由
の
制
約
を
伴
う
こ
 
 

と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
差
止
め
の
可
否
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
 
 

六
六
 
 
 

乙
宗
教
法
人
の
名
称
使
用
の
自
由
に
対
す
る
配
慮
が
不
可
欠
と
な
る
」
。
 
 

「
し
た
が
っ
て
、
甲
宗
教
法
人
の
名
称
と
同
一
又
は
類
似
の
名
称
を
乙
宗
 
 

教
法
人
が
使
用
L
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
為
が
甲
宗
教
法
人
の
 
 

名
称
を
日
用
さ
れ
な
い
権
利
を
違
法
に
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
 
 

は
、
乙
宗
教
法
人
の
名
称
使
用
の
自
由
に
配
慮
L
、
両
者
の
名
称
の
同
一
 
 

性
又
は
類
似
件
だ
け
で
な
く
、
甲
宗
教
法
人
の
名
称
の
周
知
性
の
有
無
、
 
 

程
度
、
双
方
の
名
称
の
識
別
可
能
性
、
乙
宗
教
法
人
に
お
い
て
当
該
名
称
 
 

を
使
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、
そ
の
使
用
態
様
等
の
諸
事
情
を
総
合
考
慮
 
 

し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
 
 

【
研
究
】
 
 

一
 
総
 
説
 
 
 

常
利
会
社
の
商
号
に
つ
い
て
 
「
不
正
の
H
的
を
も
っ
て
、
他
の
会
札
で
 
 

あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
名
称
又
は
商
号
を
使
用
」
す
る
こ
と
 
 

を
禁
ず
る
規
定
が
会
社
法
に
置
か
れ
て
い
る
 
（
第
八
条
）
 
の
と
は
異
な
っ
 
 

て
、
宗
教
法
人
法
に
は
、
宗
教
法
人
の
名
称
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
 
 

い
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
法
人
法
に
名
称
の
制
限
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
 
 

れ
な
か
っ
た
の
は
、
「
仏
教
に
お
い
て
同
じ
寺
号
山
号
を
も
っ
て
い
る
も
の
 
 

も
沢
山
あ
り
法
で
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
に
わ
た
る
の
で
制
 
 

限
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
ゆ
え
、
従
来
、
宗
教
法
人
法
の
概
説
書
∴
任
釈
吉
で
は
、
宗
教
法
 
 

人
の
名
称
に
つ
い
て
、
「
既
存
の
法
人
と
誤
認
さ
れ
る
よ
う
な
名
称
、
『
何
 
 

々
庁
』
の
ご
と
く
国
の
機
関
な
ど
と
誤
認
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
は
避
け
て
、
 
 

法
人
の
実
態
に
即
L
た
名
称
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
」
と
L
つ
つ
も
、
「
他
 
 

の
法
令
に
お
け
る
名
称
使
用
の
禁
止
規
定
に
触
れ
な
い
限
り
、
そ
の
名
称
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使
用
に
制
限
は
な
い
」
と
説
か
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
行
政
実
例
も
、
「
名
 
 

称
問
題
は
、
宗
教
上
の
事
項
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
当
事
者
間
の
話
合
い
 
 

に
よ
る
解
決
が
基
本
で
あ
る
が
、
話
合
い
に
よ
る
解
決
が
つ
か
な
い
場
合
 
 

に
は
、
所
轄
庁
は
規
則
変
更
の
認
証
申
請
書
類
に
不
備
が
な
け
れ
ば
認
証
 
 

し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
」
と
解
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
 
 

二
 
法
律
上
の
争
訟
性
 
 
 

こ
の
行
政
実
例
の
説
明
か
ら
も
何
え
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
本
件
の
よ
う
 
 

な
訴
訟
が
そ
も
そ
も
法
律
上
の
争
訟
に
当
た
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
 
 

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
は
、
本
件
で
も
第
一
審
及
び
控
訴
審
 
 

の
段
階
で
争
わ
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
裁
判
所
の
審
査
権
の
対
象
は
、
 
 

裁
判
所
法
第
三
条
に
規
定
す
る
「
法
律
上
の
争
訟
」
に
限
ら
れ
、
「
法
律
上
 
 

の
争
訟
」
と
は
、
当
事
者
間
の
具
体
的
な
権
利
義
務
関
係
な
い
し
法
律
関
 
 

係
の
存
否
に
関
す
る
紛
争
で
あ
っ
て
、
法
令
の
適
用
に
よ
り
終
局
的
に
解
 
 

決
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
う
と
理
解
さ
れ
て
い
る
し
 
そ
し
て
、
宗
 
 

教
上
の
教
義
の
解
釈
に
わ
た
る
事
項
等
そ
れ
自
体
が
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
 
 

て
い
る
場
合
に
は
、
「
法
律
上
の
争
訟
」
に
は
当
た
ら
ず
、
訴
訟
が
法
律
関
 
 

係
に
関
す
る
紛
争
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
教
義
上
の
 
 

判
断
が
訴
訟
の
帰
趨
を
左
右
す
る
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
紛
争
の
 
 

核
心
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
法
律
L
の
争
訟
に
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
 
 

る
0
 
 
 本

件
の
よ
う
な
訴
訟
で
も
、
訴
訟
物
そ
れ
自
体
は
不
正
競
争
防
止
法
ま
 
 

た
は
宗
教
法
人
の
人
格
権
に
基
づ
く
差
止
め
等
の
請
求
権
の
存
否
で
あ
る
 
 

が
、
宗
教
団
体
の
名
称
は
そ
の
宗
教
の
教
義
上
の
主
張
や
立
場
と
密
接
な
 
 

関
連
性
を
有
し
、
こ
れ
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
 
 

と
か
ら
、
教
義
上
の
判
断
が
前
提
問
題
と
し
て
付
随
す
る
こ
と
が
あ
る
っ
 
 

そ
う
し
た
場
合
に
、
法
律
上
の
争
訟
に
当
た
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
る
 
 

が
、
本
件
と
類
似
の
過
去
の
裁
判
例
を
み
る
と
、
法
律
上
の
争
訟
に
当
た
 
 

る
と
し
た
裁
判
例
と
当
た
ら
な
い
と
し
た
裁
判
例
と
が
存
在
す
る
。
 
 
 

後
者
の
例
と
し
て
、
尺
間
大
社
事
件
 
（
大
分
地
判
昭
和
六
一
年
一
二
月
 
 

二
四
口
判
時
一
二
三
八
‖
†
一
二
五
頁
）
 
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
こ
の
 
 

事
件
は
、
浣
教
法
人
「
尺
間
社
」
 
の
氏
子
が
宗
教
法
人
「
尺
間
絵
本
宮
元
 
 

宮
霊
峰
尺
同
大
社
」
に
対
し
て
そ
の
名
称
使
用
の
差
止
め
を
求
め
た
事
例
 
 

で
あ
る
。
本
件
で
大
分
地
裁
は
、
「
本
件
名
称
使
用
な
ど
が
、
原
告
ら
の
尺
 
 

間
神
社
に
対
す
る
崇
敬
心
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
す
 
 

る
に
は
、
本
件
名
称
に
対
す
る
宗
教
上
の
評
価
、
被
告
尺
闘
犬
朴
及
び
尺
 
 

間
神
社
の
教
義
、
由
来
に
対
す
る
判
断
が
不
可
欠
」
 
で
あ
り
、
本
作
訴
え
 
 

は
 
「
法
律
上
の
争
訟
」
 
に
当
た
ら
な
い
と
L
た
。
こ
の
事
件
は
、
単
純
な
 
 

名
称
使
用
の
差
止
請
求
事
件
で
は
な
く
、
尺
別
信
仰
の
山
来
や
神
社
と
し
 
 

て
の
格
付
け
と
い
っ
た
ま
さ
し
く
教
義
上
の
争
い
が
訴
訟
の
核
心
と
な
っ
 
 

て
い
た
事
案
で
あ
っ
て
、
結
局
、
「
そ
の
実
質
に
お
い
て
」
法
律
上
の
争
訟
 
 

に
当
た
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
東
本
願
寺
派
事
件
 
（
東
京
地
決
昭
和
」
ハ
一
二
年
一
一
月
一
 
 

日
判
時
一
二
九
七
号
八
一
百
ハ
）
 
は
、
宗
教
法
人
真
宗
大
谷
派
（
通
称
・
 
 

東
本
願
寺
）
 
が
、
そ
の
門
首
の
長
男
が
宗
派
を
離
脱
し
て
宗
教
団
体
「
浄
 
 

上
真
宗
東
本
願
寺
派
」
を
設
立
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
名
称
使
用
差
 
 

止
め
の
仮
処
分
を
求
め
た
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
地
裁
は
、
 
 

「
東
本
願
寺
派
」
 
の
名
称
の
使
用
が
真
宗
大
谷
派
の
名
称
権
の
侵
害
に
当
 
 

た
る
か
否
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
 
「
宗
教
上
の
教
義
の
争
い
に
つ
い
て
 
 

判
断
す
る
必
然
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
、
「
債
務
者
の
生
立
・
 
 

六
七
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経
歴
・
身
分
な
ど
」
 
の
事
情
を
も
と
に
、
名
称
使
用
の
相
当
性
を
肯
定
す
 
 

る
決
定
を
下
し
て
い
る
。
 
 
 

宗
教
問
題
が
前
提
問
題
と
し
て
付
随
し
て
い
る
紛
争
の
処
理
に
関
す
る
 
 

判
例
に
は
、
二
つ
の
系
列
の
判
例
が
存
在
す
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
る
 
 

こ
と
が
あ
る
。
第
一
の
系
列
は
、
種
徳
寺
事
件
（
目
撃
二
小
判
昭
和
五
五
年
 
 

一
月
m
一
日
民
集
三
四
巻
一
号
一
頁
）
及
び
本
門
寺
事
件
（
最
判
昭
和
五
 
 

五
年
四
月
一
〇
日
刊
時
九
七
三
号
八
五
頁
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
訴
訟
 
 

物
が
法
律
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
教
義
上
の
判
断
に
立
ち
入
る
こ
と
な
く
 
 

審
理
・
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
本
案
判
断
を
す
る
」
と
い
う
 
 

も
の
で
あ
り
、
第
二
の
系
列
は
、
板
ま
ん
だ
ら
事
件
、
蓮
華
寺
事
件
（
最
 
 

判
平
成
元
年
九
月
八
日
民
集
四
三
巻
八
号
八
八
九
頁
）
 
及
び
日
蓮
正
宗
管
 
 

長
事
件
（
最
三
小
判
平
成
五
年
九
月
七
日
民
集
四
七
巻
七
号
四
六
六
七
頁
）
 
 

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
前
提
問
題
と
し
て
教
義
上
の
判
断
に
立
ち
入
ら
ざ
 
 

る
を
え
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
訴
訟
は
実
質
的
に
法
律
上
の
争
訟
に
当
た
 
 

ら
な
い
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
件
で
は
、
裁
判
所
は
一
貫
し
て
、
本
件
訴
訟
を
「
法
律
上
の
争
訟
」
 
 

と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
種
の
訴
訟
が
「
法
律
上
の
争
訟
」
と
 
 

し
て
扱
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
後
行
宗
教
法
人
が
先
行
宗
教
法
人
と
同
一
 
 

又
は
類
似
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
の
相
当
性
を
判
断
す
る
に
際
し
て
、
 
 

ど
う
い
っ
た
事
情
を
考
慮
す
る
か
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
最
高
裁
 
 

が
挙
げ
る
考
慮
要
素
（
控
訴
審
判
決
も
同
じ
よ
う
な
要
素
を
挙
げ
る
。
）
 
 

は
、
一
般
論
と
し
て
い
え
ば
、
い
ず
れ
も
教
義
上
の
判
断
に
立
ち
入
る
こ
 
 

と
な
く
審
理
・
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
な
事
柄
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
 
 

う
。
そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
種
徳
寺
事
件
及
び
本
門
寺
事
件
に
 
 

お
け
る
処
理
と
同
じ
く
、
教
義
上
の
判
断
に
立
ち
入
る
こ
と
な
く
審
理
・
 
 

六
八
 
 

判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
そ
の
訴
訟
は
「
法
律
上
の
争
訟
」
 
 

〇
ノ
 
 

で
あ
る
と
し
て
、
本
案
判
断
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
ト
て
 

三
 
不
正
競
争
防
止
法
の
適
用
の
有
無
 
 
 

宗
教
法
人
の
名
称
に
不
正
競
争
防
止
法
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
は
 

、
 
 

そ
れ
自
体
と
し
て
は
同
法
の
解
釈
の
問
題
で
あ
っ
て
、
直
接
に
憲
法
閑
適
 
 

を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
宗
教
法
人
の
経
済
行
為
を
ど
 
 

の
よ
う
な
性
質
の
も
の
と
理
解
す
る
か
と
い
う
興
味
深
い
問
題
が
含
ま
れ
 
 

て
い
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
裁
判
例
は
、
不
正
競
争
防
止
法
第
一
条
に
い
う
「
事
業
」
並
 
 

び
に
第
二
条
一
項
一
号
、
二
号
及
び
第
三
条
に
い
う
「
営
業
」
 
の
概
念
を
 
 

広
く
解
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法
に
い
う
営
業
と
は
、
「
単
に
営
利
を
 
 

目
的
と
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
広
く
経
済
上
そ
の
収
支
計
算
の
上
に
立
 
 

．
L
 
 

っ
て
行
わ
る
べ
き
事
業
を
も
含
む
」
と
理
解
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
事
 
 

〈
1
1
〉
 

1
3
 

（
1
5
」
 
 

業
、
音
楽
文
化
の
普
及
事
業
、
教
育
事
業
と
い
っ
た
非
営
利
事
業
は
、
い
 
 

ず
れ
も
「
事
業
」
な
い
L
「
営
業
」
に
当
た
る
と
さ
れ
て
さ
た
∩
・
本
件
の
 
 

第
一
審
判
決
が
「
宗
教
法
人
の
業
務
及
び
事
業
は
、
い
ず
れ
も
広
く
経
済
 
 

上
そ
の
収
支
計
算
の
上
に
立
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
」
 
で
あ
る
か
ら
、
宗
教
 
 

法
人
で
あ
る
こ
と
の
一
事
を
も
っ
て
不
正
競
争
防
止
法
が
適
用
さ
れ
な
い
 
 

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
L
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
裁
判
例
に
 
 

倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
判
決
は
、
不
正
競
争
防
止
法
の
適
用
を
否
定
す
 
 

る
に
際
し
て
、
宗
教
法
人
の
経
済
行
為
の
特
性
に
着
日
し
た
立
論
を
行
っ
 
 

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
正
競
争
防
止
法
に
い
う
「
事
 
 

業
」
な
い
し
「
営
業
」
に
含
ま
れ
る
非
営
利
事
業
と
は
、
「
役
務
又
は
商
品
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を
提
供
し
て
こ
れ
と
対
価
関
係
に
立
つ
給
付
を
受
け
、
こ
れ
ら
を
収
入
源
 
 

と
す
る
経
済
収
支
上
の
計
算
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
非
営
利
事
業
」
 
に
限
 
 

ら
れ
る
と
こ
ろ
、
「
宗
教
法
人
の
本
来
の
業
務
で
あ
る
宗
教
活
動
は
、
教
義
 
 

を
広
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
信
者
を
教
化
育
成
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
 
 

る
も
の
で
あ
り
、
収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
 
 

信
者
の
提
供
す
る
金
品
も
、
寄
付
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
宗
 
 

教
活
動
と
対
価
関
係
に
立
つ
給
付
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
、
 
 

と
。
 
 
 

宗
教
法
人
の
経
済
行
為
に
係
る
こ
の
よ
う
な
理
解
が
、
宗
教
活
動
に
お
 
 

け
る
金
銭
の
授
受
が
単
な
る
財
貨
の
移
転
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
信
仰
や
 
 

教
義
と
密
接
に
か
か
わ
る
宗
教
行
為
と
い
う
側
面
も
有
し
て
い
る
と
い
う
 
 

点
に
対
す
る
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
 
 

ー
1
6
 
 

し
た
理
解
は
、
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
理
解
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
は
 
 

宗
教
法
人
の
自
己
理
解
と
も
合
致
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
他
方
で
、
学
説
⊥
、
宗
教
活
動
に
お
け
る
金
銭
の
授
受
に
つ
 
 

い
て
も
、
そ
の
宗
教
行
為
と
し
て
の
側
面
を
承
認
し
っ
つ
も
、
「
経
済
的
な
 
 

財
貨
移
転
の
側
面
を
実
質
に
即
し
て
意
思
表
示
や
法
律
行
為
と
し
て
構
 
 

成
」
し
、
「
『
供
養
料
』
 
『
祈
祷
料
』
が
信
心
と
結
び
つ
い
て
は
い
て
も
、
僧
 
 

侶
ら
に
よ
る
供
養
、
祈
祷
、
祈
願
と
い
う
宗
数
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
何
 
 

ら
か
の
対
価
関
係
（
謝
礼
）
に
た
つ
よ
う
な
場
合
、
売
買
・
委
任
・
雇
用
・
 
 

請
負
な
ど
、
ど
れ
に
近
い
か
に
よ
っ
て
、
一
種
の
有
償
の
宗
教
的
取
引
や
 
 

「
 
 

無
名
契
約
と
構
成
」
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
き
た
∩
 
こ
の
見
 
 

解
は
、
信
者
に
よ
る
金
銭
の
提
供
と
宗
教
団
体
に
よ
る
宗
教
的
役
務
の
提
 
 

供
と
が
対
価
関
係
に
た
つ
と
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
は
、
宗
教
活
 
 

q
∵
 
 

動
に
伴
う
金
銭
の
授
受
も
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
や
消
費
者
保
護
条
 
 

一
1
p
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
即
〕
 
例
の
適
用
を
受
け
る
「
取
引
」
 
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

宗
教
法
人
の
宗
教
活
動
に
伴
う
経
済
行
為
に
つ
い
て
、
本
件
で
控
訴
審
 
 

判
決
が
説
く
と
こ
ろ
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
的
に
対
価
関
係
の
存
 
 

在
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
 
 

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
事
業
者
間
の
公
正
な
取
引
秩
序
を
形
成
 
 

L
、
そ
の
公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
」
た
め
不
正
競
争
防
止
法
の
規
律
を
 
 

適
用
す
べ
き
事
業
か
ど
う
か
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
決
定
的
な
の
は
、
 
 

対
価
関
係
の
有
無
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
も
そ
も
宗
教
法
人
の
宗
教
活
動
に
 
 

つ
い
て
「
不
正
な
競
争
に
よ
る
顧
客
の
獲
得
」
と
い
う
こ
と
を
観
念
し
う
 
 

2
1
〉
 
 

る
か
ど
う
か
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
が
判
示
す
る
よ
う
に
、
 
 

不
正
競
争
防
止
法
に
よ
る
規
律
が
及
ぶ
の
は
「
取
引
社
会
に
お
け
る
事
業
 
 

活
動
」
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
宗
教
法
 
 

人
の
 
「
宗
教
儀
礼
の
執
行
や
教
義
の
普
及
伝
道
活
動
等
の
本
来
的
な
宗
教
 
 

活
動
」
は
「
自
由
競
争
が
行
わ
れ
る
取
引
社
会
を
前
提
」
と
す
る
事
業
活
 
 

動
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
不
正
競
争
防
止
法
の
適
用
の
対
 
 

象
外
で
あ
る
と
い
う
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
径
行
宗
教
法
人
が
 
 

「
宗
教
儀
礼
の
執
行
や
教
義
の
普
及
伝
道
活
動
等
の
本
来
的
な
宗
教
活
動
」
 
 

の
み
を
行
い
、
「
現
在
収
益
事
業
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
近
い
将
来
こ
れ
を
行
 
 

う
予
定
も
な
い
」
と
い
う
本
件
の
事
実
関
係
の
下
で
は
、
不
正
競
争
防
止
 
 

法
の
適
用
を
否
定
し
た
最
高
裁
の
判
断
は
止
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 

四
 
名
称
権
 
 
 

個
人
の
氏
名
権
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
か
つ
て
、
韓
国
人
氏
名
日
 
 

本
語
読
み
事
件
 
（
最
三
小
判
昭
和
六
三
年
二
月
一
」
ハ
日
民
集
四
二
巻
二
号
 
 

六
九
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二
七
頁
）
に
お
い
て
、
「
氏
名
は
、
：
…
・
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
基
 
 

礎
で
あ
り
、
そ
の
個
人
の
人
格
の
象
徴
で
あ
っ
て
、
人
格
権
の
一
内
容
を
 
 

構
成
す
る
」
と
述
べ
、
個
人
の
氏
名
権
が
人
格
権
の
【
内
容
と
し
て
法
的
 
 

な
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
今
日
、
民
法
学
で
は
、
自
ら
の
氏
 
 

名
を
正
確
に
呼
称
さ
れ
る
権
利
ま
で
も
が
氏
名
権
の
内
容
と
し
て
含
ま
れ
 
 

峨
（
 
 

る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
「
自
己
の
氏
名
を
独
占
的
排
他
 
 

＝．
L 
 

的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
」
と
い
う
意
味
で
の
氏
名
梅
が
人
格
 
 

権
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
一
致
を
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

そ
し
て
、
人
格
権
と
し
て
の
氏
名
権
の
侵
害
に
対
し
て
は
、
持
寄
賠
償
に
 
 

よ
る
救
済
の
ほ
か
、
「
人
格
権
と
し
て
の
名
誉
権
に
基
づ
き
、
加
害
者
に
対
 
 

し
、
現
に
行
わ
れ
て
い
る
信
吾
行
為
を
排
除
し
、
又
は
将
来
生
ず
べ
き
侵
 
 

害
を
予
防
す
る
た
め
、
侵
害
行
為
の
差
止
め
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
 
 

と
判
示
し
た
「
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
事
件
 
（
最
大
判
昭
和
六
一
年
六
月
一
 
 

一
H
民
集
四
〇
巻
四
号
八
七
二
頁
）
 
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
、
差
止
め
に
 
 

よ
る
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
 
 

の
よ
う
に
民
法
学
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
氏
名
権
に
つ
い
て
、
憲
法
学
の
立
 
 

場
か
ら
、
「
人
格
的
生
存
に
不
可
欠
な
利
益
」
と
し
て
、
憲
法
第
一
二
条
が
 
 

保
障
す
る
幸
福
追
求
権
の
一
内
容
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
 
 

2
4
）
 
 

く
見
解
も
み
ら
れ
る
。
 
 
 

法
人
が
こ
の
氏
名
権
を
享
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
民
法
学
は
、
 
 

2
5
〕
 
 

「
氏
名
権
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
理
解
L
て
き
た
。
 
 

本
件
で
最
高
裁
が
「
宗
教
法
人
も
人
格
的
利
益
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
名
 
 

称
が
そ
の
宗
教
法
人
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
こ
と
 
 

は
、
個
人
の
氏
名
と
同
様
で
あ
る
」
と
述
べ
る
の
は
、
そ
う
し
た
見
解
に
 
 

沿
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
憲
法
学
の
立
場
か
ら
氏
名
権
を
幸
福
追
求
権
の
一
 
 

七
〇
 
 

内
容
と
L
て
構
成
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
人
 
（
団
体
）
 
が
享
有
す
る
 
 

人
権
の
範
囲
に
つ
い
て
人
格
的
な
も
の
も
含
ま
れ
う
る
と
い
う
立
場
を
と
 
 

・
h
■
 
 

れ
ば
、
法
人
も
憲
法
第
一
二
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
氏
名
権
を
享
有
す
る
 
 

と
い
う
理
解
も
、
あ
る
い
は
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

と
も
あ
れ
、
本
件
最
高
裁
判
決
は
、
宗
教
法
人
が
そ
の
名
称
に
つ
い
て
、
 
 

「
名
称
を
白
山
に
選
定
し
、
任
用
す
る
白
山
」
及
び
「
そ
の
名
称
を
他
の
 
 

宗
教
法
人
等
に
日
用
さ
れ
な
い
権
利
」
を
有
し
、
後
行
宗
教
法
人
が
先
行
 
 

宗
教
法
人
と
同
一
又
は
類
似
の
名
称
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
先
行
 
 

宗
教
法
人
の
 
「
名
称
を
冒
用
さ
れ
な
い
権
利
」
と
後
行
宗
教
法
人
の
 
「
名
 
 

称
を
自
山
に
選
定
し
、
使
用
す
る
自
由
」
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
と
し
 
 

つ
つ
、
宗
教
法
人
の
場
合
、
そ
の
名
称
に
は
そ
の
宗
教
の
教
義
上
の
立
場
・
 
 

主
張
を
簡
潔
に
示
す
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
先
行
小
石
教
法
 
 

人
の
名
称
の
保
護
を
理
由
に
、
後
行
宗
教
法
人
の
名
称
使
用
の
口
由
を
制
 
 

限
す
る
こ
と
は
、
後
者
の
宗
教
活
動
に
対
す
る
不
当
な
制
限
と
な
る
お
そ
 
 

れ
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
宗
教
法
人
法
が
名
称
制
限
規
定
を
置
か
な
か
っ
 
 

た
理
由
で
あ
る
と
説
く
。
 
そ
の
う
え
で
、
最
高
裁
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
 
 

法
人
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
先
行
宗
教
法
人
の
名
称
と
後
行
宗
教
法
人
の
 
 

名
称
と
が
同
一
又
は
類
似
で
あ
る
と
い
う
一
事
を
も
っ
て
先
行
宗
教
法
人
 
 

に
よ
る
差
止
請
求
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
後
行
宗
教
法
人
の
名
称
使
 
 

用
行
為
が
先
行
宗
教
法
人
の
名
称
を
日
用
さ
れ
な
い
権
利
を
違
法
に
侵
害
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
緩
行
宗
教
法
人
の
名
称
使
用
の
白
山
に
配
 
 

慮
し
、
両
者
の
名
称
の
同
一
性
又
は
類
似
性
だ
け
で
な
く
、
①
先
行
宗
教
 
 

法
人
の
名
称
の
周
知
性
の
有
無
、
程
度
、
②
双
方
の
名
称
の
識
別
可
能
性
、
 
 

③
復
行
宗
教
法
人
に
お
い
て
当
該
名
称
を
使
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、
④
 
 

そ
の
使
用
態
様
等
の
諸
事
情
を
総
合
考
慮
L
て
判
断
す
べ
き
と
判
示
し
て
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い
る
。
 
 
 

最
高
裁
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
下
に
、
上
記
諸
要
素
を
総
合
考
慮
し
 
 

て
本
件
差
止
め
請
求
を
認
め
な
い
と
い
う
判
断
を
下
し
た
わ
け
で
あ
る
 
 

が
、
そ
の
際
、
上
記
諸
要
素
の
う
ち
、
①
及
び
②
の
要
素
に
つ
い
て
、
先
 
 

行
宗
教
法
人
の
「
天
理
教
」
の
名
称
が
周
知
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
「
天
理
 
 

教
」
の
名
称
と
復
行
宗
教
法
人
の
「
天
理
教
豊
文
教
会
」
 
の
名
称
と
が
類
 
 

似
性
を
有
し
紛
ら
わ
し
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
③
及
び
④
の
要
素
を
重
 
 

視
し
て
、
結
論
を
下
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
 
 
 

こ
の
よ
う
な
調
整
の
仕
方
が
適
当
か
ど
う
か
を
考
え
る
に
、
そ
も
そ
も
、
 
 

宗
教
法
人
の
「
名
称
を
冒
用
さ
れ
な
い
権
利
」
が
宗
教
法
人
の
ど
の
よ
う
 
 

な
利
益
を
保
護
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
改
め
て
問
う
必
要
が
あ
ろ
 
 

う
。
と
い
う
の
は
、
法
人
が
「
名
称
を
日
用
さ
れ
な
い
権
利
」
を
享
有
す
 
 

る
と
い
う
と
き
、
個
人
に
と
っ
て
氏
名
が
 
「
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
基
 
 

礎
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
氏
名
権
を
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
と
同
じ
意
味
で
、
 
 

そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
 
 

で
あ
る
。
こ
の
点
、
法
人
の
名
称
保
護
の
問
題
は
個
人
の
氏
名
権
の
問
題
 
 

と
は
別
個
に
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
が
注
目
さ
れ
る
が
、
で
は
、
宗
 
 

教
法
人
の
 
「
名
称
を
日
用
さ
れ
な
い
権
利
」
は
宗
教
法
人
の
ど
の
よ
う
な
 
 

利
益
を
保
護
し
ょ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

も
し
、
「
名
称
を
冒
用
さ
れ
な
い
権
利
」
が
、
後
行
宗
教
法
人
が
先
行
宗
 
 

教
法
人
と
同
l
の
教
祖
を
仰
ぎ
、
類
似
の
名
称
の
下
で
宗
教
活
動
を
行
う
 
 

こ
と
を
拒
否
し
た
い
と
い
う
、
先
行
宗
教
法
人
 
（
そ
の
信
者
）
 
の
宗
教
感
 
 

情
を
保
護
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
い
う
「
名
称
を
冒
用
 
 

さ
れ
な
い
権
利
」
 
の
内
実
は
、
自
衛
官
合
祀
拒
否
訴
訟
 
（
最
大
判
昭
和
六
 
 

三
牢
六
月
一
日
民
集
四
二
巻
五
号
二
七
七
頁
）
 
に
お
け
る
宗
教
的
人
格
権
 
 

の
主
張
と
類
似
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
自
衛
官
合
祀
拒
否
訴
訟
の
最
高
 
 

裁
判
決
に
対
し
て
は
、
学
説
上
批
判
も
強
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
般
論
 
 

と
し
て
言
え
ば
、
最
高
裁
が
説
い
た
よ
う
に
、
純
然
た
る
私
人
同
士
の
関
 
 

係
で
は
、
「
自
己
の
信
仰
生
活
の
静
謡
を
他
者
の
宗
教
上
の
行
為
に
よ
っ
て
 
 

害
さ
れ
た
と
し
、
そ
の
こ
と
に
不
快
の
感
情
を
持
」
っ
た
と
し
て
も
、
「
か
 
 

か
る
宗
教
上
の
感
情
を
被
侵
害
利
益
と
し
て
、
直
ち
に
損
害
賠
償
を
請
求
 
 

し
、
又
は
差
止
め
を
請
求
す
る
な
ど
の
法
的
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
と
す
る
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
相
手
方
の
信
教
の
自
由
を
妨
げ
る
結
果
と
 
 

完
誓
 
 

な
る
」
 
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
宗
教
法
人
 
 

の
 
「
名
称
を
日
用
さ
れ
な
い
権
利
」
 
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
り
、
後
行
宗
 
 

教
法
人
に
よ
っ
て
類
似
の
名
称
を
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
先
行
宗
教
 
 

法
人
の
不
快
感
の
み
を
理
由
と
し
て
後
行
宗
教
法
人
の
名
称
使
用
を
差
し
 
 

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

む
し
ろ
、
最
高
裁
の
言
葉
を
遣
え
ば
、
「
名
称
を
日
用
さ
れ
な
い
権
利
」
 
 

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
と
い
う
の
は
、
自
ら
の
 
「
名
称
の
周
知
 
 

性
を
殊
更
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
不
正
な
目
的
を
も
っ
て
同
一
又
 
 

は
類
似
の
名
称
を
使
用
」
さ
れ
な
い
と
い
う
利
益
で
あ
る
。
「
先
行
宗
教
法
 
 

人
の
名
称
の
周
知
性
を
殊
更
に
利
用
し
ょ
う
と
す
る
よ
う
な
不
正
な
目
 
 

的
」
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
先
行
宗
教
法
人
の
社
会
的
信
用
を
利
用
し
 
 

て
一
儲
け
し
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
場
合
を
指
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
 
 

最
高
裁
は
、
「
名
称
を
日
用
さ
れ
な
い
権
利
」
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
利
益
 
 

を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
が
ゆ
え
に
、
差
止
め
の
可
否
の
判
断
に
当
た
っ
て
、
 
 

復
行
宗
教
法
人
が
当
該
名
称
を
使
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯
や
そ
の
使
用
態
 
 

様
と
い
っ
た
事
情
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
し
て
、
本
件
の
場
合
、
後
行
宗
教
法
人
は
新
た
に
「
天
理
教
」
 
の
語
 
 

七
一
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を
そ
の
名
称
に
冠
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
身
で
あ
る
「
豊
文
宣
教
所
」
 
 

の
設
置
か
ら
数
え
れ
ば
八
〇
年
に
わ
た
っ
て
「
天
理
教
豊
文
」
 
の
名
の
下
 
 

に
活
動
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
先
行
宗
教
法
人
の
名
称
の
周
知
性
を
殊
 
 

更
に
利
用
し
て
収
益
事
業
を
行
う
と
い
っ
た
事
情
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
 
 

て
、
そ
う
し
た
経
緯
・
事
情
を
考
え
れ
ば
、
最
高
裁
の
判
断
は
正
当
な
も
 
 

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
本
件
は
、
宗
教
団
体
の
内
部
紛
争
に
端
を
発
す
る
紛
争
 
 

の
法
律
上
の
争
訟
性
、
宗
教
法
人
の
宗
教
活
動
に
伴
う
経
済
行
為
の
性
質
 
 

及
び
宗
教
法
人
の
名
称
使
用
の
口
由
に
係
る
問
題
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
 
 

素
材
を
提
供
し
て
い
る
判
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
っ
 
 

本
稿
は
、
平
成
一
八
年
六
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
関
西
憲
法
判
例
研
 
 

究
会
に
お
け
る
報
告
に
加
筆
▲
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
、
多
く
 
 

の
有
益
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
 
 

申
し
上
げ
た
い
。
 
 

（
1
）
 
な
お
、
Ⅹ
は
、
長
野
県
知
事
に
よ
る
ぷ
教
法
人
規
則
認
証
処
分
に
つ
い
 
 

て
、
文
部
科
学
大
臣
に
審
査
請
求
を
申
」
立
て
た
が
、
こ
の
請
求
は
平
成
 
 

一
五
年
¶
○
月
八
日
に
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
処
分
の
取
消
を
求
 
 

め
た
訴
訟
で
も
、
そ
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
 
（
長
野
地
判
平
成
∵
六
年
一
 
 

〇
月
二
九
日
判
例
自
治
l
一
七
二
号
三
六
頁
）
。
 
 
 

（
2
）
 
な
お
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
 
（
平
成
一
 
 

八
年
六
月
二
日
法
律
第
四
八
号
）
 
第
七
粂
に
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
。
 
 
 

（
3
）
 
こ
の
こ
と
は
、
宗
教
法
人
法
の
前
身
で
あ
る
宗
教
団
体
法
（
昭
和
一
四
 
 

年
四
月
八
日
法
律
第
七
七
号
）
 
及
び
宗
教
法
人
令
 
（
昭
和
二
〇
牛
山
二
月
 
 

一
ノ
八
日
勅
令
第
七
一
九
号
）
 
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
成
立
 
 

七
二
 
 

に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
二
次
宗
教
法
案
（
昭
和
「
年
）
 
に
宗
教
 
 
 

団
体
の
名
称
の
日
用
に
関
す
る
規
定
 
（
第
一
四
条
）
 
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
 
 

が
あ
る
。
 
 

（
4
）
 
大
家
重
夫
「
氏
名
権
に
つ
い
て
判
例
に
よ
る
氏
名
、
芸
名
、
団
体
 
 
 

名
称
の
保
護
 
 
」
久
留
米
大
学
法
学
一
六
＝
一
七
合
併
号
（
平
成
五
年
）
 
 

九
九
頁
、
一
円
二
頁
。
 
 

（
5
）
 
膿
部
菊
・
逐
条
解
説
 
宗
教
法
人
法
〔
改
訂
版
〕
 
（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
平
成
 
 
 

四
年
）
 
九
〇
貴
。
ま
た
、
昭
和
一
‥
九
年
n
月
二
日
民
事
甲
四
五
号
民
事
 
 

局
長
回
答
も
参
照
。
 
 

（
6
）
 
渡
部
・
前
掲
書
同
頁
の
ほ
か
、
中
根
孝
司
・
新
宗
教
法
人
法
 
－
 
そ
の
 
 
 

背
景
と
解
説
 
－
 
（
笠
二
≠
笹
矧
、
平
成
八
年
）
 
三
六
五
頁
も
み
よ
。
 
 

（
7
）
 
昭
和
五
一
▲
年
七
月
一
九
日
五
二
地
文
宗
三
。
 
 

（
8
）
 
最
三
小
判
昭
和
凶
一
年
二
月
八
日
民
集
二
〇
巻
二
号
一
九
」
ハ
頁
参
照
じ
 
 

（
9
）
 
板
ま
ん
だ
ら
事
件
に
関
す
る
最
三
小
判
昭
和
五
人
年
四
月
七
日
民
集
三
 
 

五
巻
三
号
四
四
三
頁
を
参
照
。
 
 

（
1
0
）
 
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
板
ま
ん
だ
ら
事
件
、
蓮
華
寺
事
件
及
び
日
蓮
正
 
 
 

宗
管
長
事
件
の
型
の
処
理
を
と
る
こ
と
に
対
」
て
は
、
「
法
秩
序
が
…
方
で
 
 
 

は
お
よ
そ
人
 
（
も
ち
ろ
ん
宗
教
団
体
も
含
め
て
）
 
に
対
」
て
自
力
救
済
を
 
 
 

禁
止
」
な
が
ら
、
他
方
で
は
解
決
の
必
要
の
高
い
具
体
的
な
法
律
的
紛
争
 
 

の
解
決
を
拒
否
す
る
こ
と
」
に
な
る
と
し
て
慎
重
を
求
め
る
見
解
（
例
え
 
 
 

ば
、
佐
藤
幸
治
「
現
代
国
家
と
宗
教
団
体
」
佐
藤
幸
治
＝
木
下
毅
編
・
現
 
 
 

代
国
家
と
宗
教
団
体
1
紛
争
処
理
の
比
較
法
的
検
討
 
－
 
（
岩
波
書
店
、
 
 
 

平
成
四
年
）
 
l
頁
、
四
一
頁
）
 
が
有
力
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
 
 

る
。
 
 

（
1
1
）
 
不
正
披
争
防
止
法
に
つ
い
て
は
、
小
野
昌
延
編
著
・
新
∴
任
解
不
正
競
 
 
 

争
防
止
法
（
青
林
書
院
、
平
成
一
二
年
）
、
田
村
善
之
二
小
正
競
争
法
概
説
 
 

〔
第
二
版
〕
 
（
有
斐
閤
、
平
成
一
五
年
し
 
を
参
考
に
し
た
。
 
 

（
1
2
）
 
東
京
地
判
昭
和
三
七
年
一
山
月
二
八
日
下
民
集
l
三
巻
一
一
号
二
三
九
 
 

東
京
っ
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（
1
3
〕
 
大
阪
地
判
昭
和
五
五
年
三
月
一
八
日
無
体
集
一
二
巻
一
号
六
五
貞
（
少
 
 

林
寺
拳
法
の
普
及
事
業
）
。
 
 

（
1
4
）
 
大
阪
高
決
昭
和
五
四
年
八
月
二
九
日
判
夕
三
九
六
号
三
一
八
頁
（
音
楽
 
 
 

文
化
の
普
及
事
業
）
、
大
阪
地
決
昭
和
五
六
年
三
月
三
〇
日
判
時
一
〇
二
八
 
 
 

号
八
三
頁
（
日
本
舞
踊
の
普
及
事
業
）
、
大
阪
地
判
平
成
七
年
九
月
二
八
臼
 
 
 

知
的
集
二
七
巻
三
号
五
人
〇
頁
 
（
日
本
舞
踊
の
普
及
事
業
）
。
 
 

（
1
5
）
 
東
京
地
判
平
成
一
二
年
七
月
一
九
日
判
時
一
八
一
五
号
一
四
八
頁
。
 
 

（
1
6
）
 
例
え
ば
、
原
秀
男
「
裁
判
所
の
審
査
権
の
限
界
 
 
聖
と
俗
の
境
界
を
 
 

め
ぐ
つ
て
」
自
由
と
正
義
一
二
五
巻
七
号
 
（
昭
和
五
九
年
）
一
丁
一
貫
、
 
 
 

一
大
頁
。
 
 

（
1
7
）
 
棚
村
政
行
「
宗
教
団
体
へ
の
献
金
等
に
つ
い
て
」
宗
教
法
一
六
号
（
平
 
 
 

成
九
年
）
 
二
一
五
頁
、
二
三
三
頁
及
び
二
三
七
頁
。
 
 

（
1
8
）
 
棚
村
政
行
「
霊
感
商
法
と
民
事
責
任
1
福
岡
献
金
訴
訟
判
決
の
検
討
 
 
 

を
中
心
と
し
て
 
ー
 
」
青
山
法
学
論
集
三
六
巻
四
号
（
平
成
七
年
）
 
二
貝
、
 
 

六
頁
。
 
 

（
1
9
）
 
伊
藤
進
「
『
不
適
切
な
取
引
行
為
』
規
制
に
関
す
る
都
条
例
及
び
規
則
改
 
 
 

正
の
概
要
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
五
号
 
（
平
成
七
年
）
 
山
四
頁
、
一
五
頁
 
 
 

は
、
東
京
郁
消
費
生
活
条
例
は
霊
感
商
法
や
霊
視
商
法
へ
の
逓
増
を
予
定
 
 

し
て
い
る
と
説
明
す
る
。
 
 

（
2
0
）
 
日
本
弁
護
士
連
合
会
「
宗
教
的
名
目
の
各
種
資
金
獲
得
活
動
に
関
す
る
 
 
 

実
態
と
問
題
点
」
 
（
一
九
九
五
年
）
 
も
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
。
な
 
 

お
、
こ
れ
に
反
対
す
る
見
解
と
し
て
、
例
え
ば
、
桐
ケ
谷
章
「
信
教
の
自
 
 
 

由
と
宗
教
活
動
の
限
界
」
宗
教
法
一
九
号
 
（
平
成
一
二
年
）
 
三
七
頁
、
五
 
 

〇
頁
を
み
よ
。
 
 

（
2
1
）
 
こ
の
点
、
控
訴
審
判
決
自
身
も
、
「
宗
教
活
動
に
つ
い
て
競
争
を
観
念
す
 
 

る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ
れ
は
、
＝
…
・
市
場
経
済
の
下
に
お
け
る
顧
客
獲
 
 
 

得
上
の
競
争
な
い
し
こ
れ
に
類
す
る
競
争
で
は
な
く
、
不
正
競
争
防
止
法
 
 

が
公
正
の
理
念
に
基
づ
い
て
規
制
し
ょ
う
と
す
る
競
争
に
は
当
た
ら
な
 
 

い
」
 
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 
 

（
2
2
）
 
斉
藤
博
〔
判
批
〕
 
昭
和
六
三
年
度
重
要
判
例
解
説
（
平
成
元
年
）
 
七
四
 
 

頁
、
七
六
頁
は
、
「
氏
名
の
呼
称
を
氏
名
権
の
射
程
内
で
論
ず
る
」
べ
き
だ
 
 

と
す
る
。
 
 

（
2
3
）
 
什
田
稔
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
民
事
責
任
〔
増
補
改
訂
版
〕
 
（
判
例
時
 
 
 

報
社
、
平
成
一
〇
年
）
二
七
六
頁
。
ま
た
、
加
藤
一
郎
編
・
注
釈
民
法
（
1
9
）
 
 
 

債
権
（
1
0
）
不
法
行
為
 
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
〇
年
）
 
l
八
一
頁
 
（
五
十
嵐
清
 
 

執
筆
）
 
も
み
よ
。
 
 

（
2
4
）
 
小
林
節
〔
判
批
〕
 
判
例
評
論
一
二
〇
六
号
 
〔
昭
和
五
九
年
）
 
二
〇
三
頁
、
 
 

二
〇
六
頁
。
 
 

（
空
 
加
藤
綱
こ
別
純
音
一
人
六
頁
（
五
十
嵐
清
執
筆
）
、
森
泉
章
「
法
人
・
集
 
 
 

団
の
人
格
権
」
伊
藤
正
己
編
・
現
代
損
害
賠
償
法
講
転
2
名
誉
・
プ
ラ
イ
 
 

バ
シ
ー
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
四
七
年
）
一
山
五
頁
、
一
一
六
頁
。
 
 

（
2
6
）
 
佐
藤
幸
治
・
憲
法
〔
第
三
版
〕
 
（
青
林
書
院
、
平
成
七
年
）
 
四
二
」
ハ
頁
J
 
 

（
2
7
）
 
竹
田
∴
別
掲
書
同
頁
。
 
 

（
2
8
）
 
自
衛
官
合
祀
拒
否
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
争
う
か
は
別
 
 

に
し
て
、
原
告
と
隊
友
会
又
は
護
国
神
社
と
の
関
係
よ
り
は
む
し
ろ
、
合
 
 

祀
申
請
行
為
に
お
け
る
国
 
（
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
）
 
の
関
与
を
問
題
 
 

と
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
声
部
信
書
「
自
衛
官
 
 
 

合
祀
と
政
教
分
離
原
則
 
－
 
合
祀
拒
否
訴
訟
大
法
廷
判
決
に
つ
い
て
 
 

－
 
」
法
学
教
室
九
五
号
 
〔
日
R
和
六
三
年
）
 
六
頁
、
九
頁
は
、
多
数
意
見
 
 

が
「
地
連
の
関
与
を
過
小
に
…
…
評
価
」
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
芦
部
信
吾
ほ
か
「
自
衛
官
合
祀
と
信
教
の
自
由
〔
鼎
談
〕
」
ジ
 
 

ュ
リ
ス
ト
九
二
ハ
号
（
昭
和
六
三
年
）
閃
頁
、
六
頁
（
芦
部
発
言
）
、
戸
披
 
 
 

江
二
「
信
教
の
自
由
と
『
l
示
教
上
の
人
格
捧
≡
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
九
八
八
 
 
 

年
九
月
号
l
～
八
頁
、
三
〇
頁
、
栗
城
春
夫
〔
判
批
〕
 
昭
和
六
三
年
度
重
要
 
 
 

判
例
解
説
 
〔
平
成
元
年
）
 
二
一
頁
、
t
一
二
頁
、
平
野
武
〔
判
批
〕
民
商
法
 
 

雑
誌
九
九
巻
六
号
 
（
平
成
元
年
）
一
〇
九
頁
、
山
一
五
頁
等
も
参
照
。
 
 

七
三
 
 
 




